
京丹後市新型コロナウイルス感染症対策本部

市長メッセージ

市長から市民の皆様にお伝えしたいこと



本日お伝えしたいこと

＜その２＞

５月の補正予算で用意した支援策について

＜その１＞

コロナウイルスを正しく恐れ、ともに生きる

新しい生活様式
緊急事態宣言は解除されたけれども、引き続き市民の皆さんに取り組んでいただきたいこと



今後の地域別の対策の考え方



新しい生活様式 ①

①身体距離の確保

②マスクの着用

③手洗い

感染防止の３つの基本



新しい生活様式 ②

（１）一人ひとりの基本的感染対策

移動に関する感染対策
□感染が流行している地域からの移動、感染が流行している地域への移動は控える
□帰省しや旅行はひかえめに、出張はやむをえない場合に。
□発症した時のため、誰とどこで会ったかメモする
□地域の感染状況に注意する

感染予防の基本
□人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空ける
□遊びに行くなら屋内より屋外を選ぶ
□会話をする際は、可能な限り真正面を避ける
□外出時、屋内にいるときや会話をする時は、症状がなくてもマスクを着用
□家に帰ったらまず手や顔を洗う。できるだけすぐに着替える、シャワーを浴びる
□手洗いは30秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う（手指消毒薬の使用も可）



新しい生活様式 ③

（２）日常生活を営む上での基本的生活様式

□まめに手洗い・手指消毒
□咳エチケットの徹底
□こまめに換気
□身体的距離の確保
□「３密」の回避（密集 密接 密閉）
□毎朝で体温測定、健康チェック、発熱または風邪の症状がある場合はムリせず
自宅で療養



新しい生活様式 ④

（３）日常生活の各場面別の生活様式

買い物
□通販も利用
□一人または少人数ですいた時間に
□計画をたてて素早く済ます
□レジに並ぶときは、前後にスペース

娯楽、スポーツ等
□公園はすいた時間、場所を選ぶ
□すれ違うときは距離をとるマナー
□狭い部屋での長居は無用
□歌や応援は、十分な距離かオンライン

公共交通機関の利用
□会話は控えめに
□混んでる時間帯は避けて

食事
□持ち帰りや出前、デリバリーも
□大皿を避けて、料理は個々に
□対面ではなく横並びで座ろう
□料理に集中、おしゃべり控えめに

冠婚葬祭などの親族行事
□多人数での会食は避けて
□発熱や風邪の症状がある場合は参加しない



比較的軽い

風邪症状

息苦しさ、強いだるさ、高
熱など強い症状のいずれか
あり

・高齢者
・糖尿病、心不全、呼吸器疾患あり
・人工透析患者
・免疫抑制剤や抗がん剤使用
・妊婦

京都府丹後保健所

☎0772-62-4312 平日8：30～17：15

京都府健康対策課

☎fax075-414-4726平日・土日祝24時間

かつ、
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受診・相談のめやす
医療機関に行く前に
必ず電話相談を

専門相談窓口に電話



国・府の支援

●特別定額給付金

●持続化給付金（中堅・中小企業、個人事業者向け）

●子育て世帯への臨時特別給付金（子育て世帯向け）

●雇用調整助成金 など

●休業要請対象事業者支援給付金

●新型コロナウイルス対策企業等緊急応援補助金 など

詳細は 市ＨＰ、「支援策パンフレット」で



1号補正 1.4億円
信用保証料補助金の拡充
利子補給の創設
雇用調整助成金
緊急支援補助金

２号補正 56.1億円

特別定額給付金

子育て世帯への臨時特別給付金

府休業要請対象者支援給付金

２月２５日～
高齢者施設、障害者施設、妊婦に備蓄資材マスク配布

小中学校の一斉臨時休業

これまでの市の取組み



◆令和2年度一般会計補正予算・第３号

補正額 ４億９，４８７万円

（補正後予算額：385億6,328万円）

令和2年京丹後市議会5月臨時議会提出補正予算

これまで
「幼児・児童等へのマスク配付」や「感染症対策用品購入」などの感染防止策をはじめ、中小企

業者・個人事業主への経済支援策、特別定額給付金給付などの生活支援策 57.4億円



「マスク配付事業」を実施 【5,434万円】

高齢者世帯
（65歳以上の世帯）

社会福祉協議会

非課税世帯

ひとり親世帯

商工会

1,500円で購入

全世帯

【無料配付事業】

【購入券配付事業】
市内
協力店

連携してマスク供給

市役所

健康推進課69-0350



令和2年度京丹後市一般会計補正予算におけるマスク配布事
業は、新型コロナウイルス感染症拡大に、重要かつ有意義な
事業と評価する。他方、緊急事態宣言の解除も視野にはいる
なか、市内のマスクの流通状況も比較的安定し、価格も下落
傾向にあることに留意されたい。

 さらに市民や市内事業者にとって、補正予算第3号に盛ら
れた事業内容のみでは、今般のコロナ感染症対策としては、
十分とは言えない。従って、さらにコロナ感染症をめぐる影
響について、市内の状況把握に努め、万全を期すよう求める

 提出者 市議会議会運営委員会委員長 池田惠一

「マスク配付事業」に関する市議会の付帯決議



基金

「新型コロナウイルス感染症支え合い基金」を創設

一般会計

感染症対策

雇用・経済対策

医療・健康対策

3億円

ふるさと納税・寄附など



「固定資産税」及び「水道料金（基本料金）」の3か月分を免除

■「休業要請協力事業者固定資産税免除補助金」を創設
○補助額：令和2年度固定資産税の第1期分納税相当額

（対象資産の年税額の3か月分） 商工振興課69-0440

■「水道料金（基本料金）」の3か月分を免除
○免除対象：すべての給水契約者（一般家庭、事業所）
○免除内容：3か月分（令和2年4月～6月使用分）の基本料金を全額免除

基本料金月額1,009円 経営企画整備課69-0550

固定資産税減免相当額 + 水道料金（基本料金）免除 ＝約1.5億円の支援



固定資産税の徴収猶予の「特例制度」を２年間適用

1年間、市税の徴収の猶予を受け、特例措置（延滞金不要）の適用を
受けることが可（国制度）

市の制度として、固定資産税について、上記の徴収猶予期間終了後に
おいて、収入に相当の減少により税の納付が困難と認められる場合、
更に1年間延長（市の制度）

１年間の支払猶予 国の特例措置

更に１年間の猶予 市の拡充措置
+

税務課69-0180



「新型コロナウイルス対策内需拡大促進事業補助金」
を創設 【5,500万円】

【2事業者以上が連携して行う事業例】
・同業者同士がグループでテイクアウト弁当や食品を提供する仕組みの構築

・飲食店と流通事業者が協力してデリバリー弁当の配達システムの構築

・商店街や複数の店舗が協力した通販サイトの運営

・市内機械金属業事業者同士が互いに機械製造や部品調達取引を促進

・市内農･水産物生産者と飲食店のメイドイン京丹後のメニューを開発



「新型コロナウイルス対策内需拡大促進事業補助金」

○交付対象
・市内の中小企業者等（小規模事業者、中小企業者、中小企業を
構成員とする団体）、個人事業主

・市内の農林水産業者（農林水産業者等が組織する団体を含む）
・2事業者以上の連携した組織、共同事業体

対象事業費
（上限額 １００万円）

補助率

30万円以下の部分 10／10

30万円を超え、75万円以下の部分 2／3

75万円超えの部分 1／2 商工振興課69-0440
農業振興課69-0410



「みんなのありがとうクーポン券」を発行

市役所
①事業の周知

②クーポン券郵送
（世帯単位）

市民

市内飲食店等
・タクシー 等

③クーポン券利用④利用分の申請

テイクアウト、デリバリーでも使用
宿泊料金としても使用

クーポン事業参加店等で利用可

市民へクーポン事業周知

（事業参加店等募集）

⑤補助金の交付

○配付予定：６月中
○利用期限：９月末まで（クーポン券を利用された場合、つり銭は出ません）

観光振興課69-0450

【6,092万円】



Web会議システム等を活用した支援事業 【378万円】

事業者
市役所

商工振興課

京都府社会保険
労務士会

（会員社労士）

相談申込

URL発行

テレビ会議環境を
活用し、遠隔地で
の双方向のＷeb相談

相談依頼
URL発行

委託
契約

事業所にテレビ会議環境
がない場合下記２か所の
開設場所から相談可能

オンラインセンター
アミティ丹後内

（宿泊･観光事業者等）

市商工会本所
（商工業事業者等）

・経営相談
・申請支援

融資
雇用調整助成金
その他支援事業

商工振興課69-0440



その他の対策

■「地域水産物販路拡大緊急支援事業」を実施

新型コロナウイルス感染症の影響により、消費が減少している京
のブランド産品「丹後とり貝」を中心に、地域水産物の販路拡大、
加工品製造にチャレンジする取組を支援

○事業主体：湊とり貝組合（養殖漁業者）
○対象経費：材料費、加工費、広告宣伝費等
○補助率 ：10／10 

海業水産課69-0460



生活経済緊急支援室 平日8:30~17:15

フリーダイヤル 0120-099-552

＜主な問い合わせ先＞

●特別定額給付金 市・市民課 0772-69-0210

●持続化給付金 持続化給付金事業コールセンター 0120-115-570

●雇用調整助成金 ﾊﾛｰﾜｰｸ峰山 0772-62-8609


